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抄録
エンジニアリング分野をはじめ、建築、工業製品、エンタテインメント業界において標準
となっている3DCGは、CAD・CAMによるデザイン・設計・モデリング・検証・製造までのデー
タを一貫管理できる。しかし加工食品業界でのパッケージデザイン版下作成には CGを用い
るものの、完成品イメージ画像の作成は現物、もしくはモックアップと呼ばれる模型を用い
て写真撮影を行う手法が一般的である。
食品産業は「企画・生産・販売のサイクルが短い」ため、新商品をいかに早く市場に送り
出せるのかが大きな課題である［1］，［3］。その状況の中、模型制作・写真撮影・背景抜き・画
像合成などの作業にかかる手間を考えると3DCGは、効率よい提案となる。しかしながら
3DCG用ハードウェア・ソフトウェアの初期費用や熟練された人材確保とその一連のランニ
ングコストは、会社にとって大きな負担になっている。
本研究では、リアルタイム3DCG技術とフォルダ監視用スクリプトを融合し、非専門家で

もデザイン版下ファイルのみをコピーペーストするだけで、簡単に3DCG画像を生成できる
自動化システムを構築した。クラウドサービスのファイル共有機能と組み合わせれば、世界
中どこからでも2Dイメージさえあれば3DCG画像作成が可能となる。

Abstract
The industrial product design and manufacturing use of 3DCG software based on CAD/CAM 

are mandatory tools to realize precise design and accurate production process.
On the other hand, grocery industries are in the middle of severe competitions, each maker 

tries to launch new products as soon as possible. Shortening the cycle time of new product 
planning, design & manufacturing and marketing & sale, is one of the keys to success for each 
company. On the other hand, in recent years of cloud services, improvement of productivity 
has been increasing year by year due reasons such as cost reduction.

In this paper, we combine the real time 3DCG technology and folder monitoring batch 
technology. Copy paste just did the design image filing, and we build the automation system 
into which 3DCG picture can be formed easily. When two technologies combined with the file 
sharing of cloud service, It will be possible anytime and everywhere in the world to make the 
3DCG images.
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1 ．はじめに

3DCGを積極的に取り入れ、作業の効率化を図ってい

る業種は自動車関係やメカニック設計、建築などが挙げ

られる。そのような業種では3DCGを欠かせない必修プ

ロセスとして考えており、大規模なシステム投資や専門

人材グループをチームとして運営している。しかし加工

食品業界では、一部 CGを用いるものの、完成品イメー

ジ画像の作成は現物もしくはモックアップと呼ばれる模

型を用いて写真撮影を行う手法が一般的である。食品産

業は「企画・生産・販売のサイクルが短い」ため、新商

品をいかに早く市場に送り出せるのかが大きな課題であ

る。その状況の中、模型制作・写真撮影・背景抜き・画

像合成などの作業にかかる手間を考えると3DCGは、効

率よい提案となる。

食品・飲料・日用品を中心としてその商品コンセプト

やユーザビリティを考え、包装・容器の形態を検証しデ

ザインしていくことがパッケージデザインであり、食品

の味や食感、しずる感などを視覚的に表現して商品の魅

力を伝える。パッケージデザインは、ユーザビリティや

内包する商品の品質を保つための構造といった実用性、

店頭の棚に陳列された商品の見え方、消費者に対する商

品コンセプトの表現方法などグラフィックデザイン手法

を用いて、あらゆる角度から考えなければならない。商

品容器などの形態を決めるのがプロダクトデザインであ

り、形状はパッケージ版下イメージや容器形状から他の

商品の差別化を図ったり、メーカーの雰囲気や魅力を

伝える大きな役割を果たす。パッケージ形状は3DCG制

作側面から考えると3Dポリゴンモデリング作業にあた
る。パッケージを3DCGで制作する場合、もっとも時間

を要する部分がモデリング作業であり、形状が細かい部

分の表現は予想以上にモデリング時間を要する場合が多

い。3Dモデリングは、操作の負荷やレンダリング時間
を考え効率的な総ポリゴン数を考慮しなければならない

ため、熟練したスキルを必要とする。

一般的に食品パッケージ形状は無数な種類があると考

えられるが、実際に販売されている食品の形状を分類し

ていくと箱、袋、ガジェット、パウチ、缶、カップ、ペッ

トボトル、チューブなど10項目程度のカテゴリに分類で
きる（図1）。

食品パッケージは、基本形から変形していくと容量の

異なる形状のモデルが生成できるものが多い。例えば缶

製品の場合、上と下の部分は変形せず、真ん中部分の円

柱を伸ばすだけで何種類のモデルが生成できる。それぞ

れの容量や大きさの規格も業界標準で定められているた

め、カテゴライズベースでの自動変形は容易である。こ

のように3DCGはリアリティーを含むシミュレーション

に適しているため、特にパッケージデザイン分野で大き

な可能性を持っている。

2 ．先行研究

2.1．パッケージ専用3DCGソフトウェアの開発

平成27年の研究「食品パッケージデザインに特化した
リアルタイム3DCGソフトウェアの開発」［1］で報告した

ように、食品業界で特にリアルタイム3DCGソフトウェ

アが必要である特徴として、①商品のライフサイクルが

短い。②開発段階から量販まで、用途に合わせて必要と

なる写真の種類が非常に多い。③メーカー、流通、小売

りまでのデータ共有が必要となる。④一部の商品以外、

商品の容器・包装の形状がシンプルであり、デザインラ

ベルを入れ替えただけで、多くの商品が表現可能となる

点である。　

一般的に3DCGのレンダリング品質を上げるほど計算

時間を要する。既存の汎用3DCGソフトウェアの場合、

設定によっては結果物に影響しない部分にレンダリング

図 1　開発したソフトウェアのモデルライブラリー分類

― 16 ―

図書館情報メディア研究16（1） 2018年



時間を要す場合が多く、3DCG初心者はその特性や仕組

みを理解していない事が多いため、10分程度のレンダリ
ング時間で生成できるクオリティーに何時間もかけてし

まう場合が多い。そこで開発を行なったソフトウェアで

は、光源を出発点とする光の軌跡計算を求めないため、

反射、屈折、影などの計算は出来ないが、改めて用意し

たライブラリーを用いて反射や屈折を環境マッピング処

理、影はシャドーマッピングといったような擬似的方法

で表現を補っている。これによりリアルタイムレンダリ

ングが可能となり実物写真と変わらない表現を再現して

いる。

食品パッケージの場合は高クオリティーの反射、屈折、

物理計算を必要としないためレンダリング処理に不要な

レイを飛ばさずに済むことから、リアリティーを損なわ

ずにクオリティーを保持する事ができる。本ソフトウェ

アでは、DirectXを用いた汎用レンダリングエンジンを

用いて 1～2秒以内で陰の処理まで終わらせ、レンダリ
ング計算時間を気にすることの無い操作性を持つ。

2.2．クラウドサービスでのファイル共有

平成27年度総務省の調査［2］に基づき国内におけるク
ラウドサービスの利用状況を見ると、クラウドサービ

スを利用している企業の割合は、平成24年末の28.2％か
ら33.1％に上昇している。また、一部でもクラウドサー
ビスを利用していると回答した企業の割合は33.1％であ
り、平成24年末の28.2％から4.9ポイント上昇している。
資本規模別に利用状況をみると資本金50億円以上企業で
は 5割を超えている。このような傾向は、これからも引
き続き加速していくと予想されている。本システムで

は、クラウドサービスのファイル更新・共有機能をトリ

ガーとして利用し、3DCG生成ソフトウェアを起動、演

算、出力を順次に行う。生成されたファイルは、今まで

混乱であった製品画像データの流通をメーカーから小売

まで容易にすることができる。

3 ．研究目的

本研究は、食品業界における商品画像作成作業と近年

ユーザが増え続けているクラウドコンピューティングの

ファイル共有に着目し、誰でも簡単に「コピー &ペー

スト操作」のみで3DCG画像が得られる3DCG自動化シ

ステムの開発を目的とする。平成27年に制作したリアル
タイム3DCGソフトウェアの内部コードをバッチスクリ

プトでコントロールできる機能を組み込み、ユーザが

3DCGソフトウェアを意識しなくても、状況に合わせた

商品画像が手に入る仕組みを設計した。一般的な製品画

像はコピー &ペーストのみで3DCG画像が生成できる

が、さらに画像の明るさの調整、カメラアングル変えな

ど、特別に画像設定修正が必要な場合は、メモ帳を開い

てスクリプトを手軽に修正できる。3DCGソフトウェア

の機能拡張目的として用いられる pytonや mel scriptは

ベストソリューションではあるが、作業コストの負荷、

製品のサイクル考え、一般のバッチファイルスクリプト

でコントロールできるようにした（図2）。

3DCGやプログラミングの知識のない社員が使えるシ

ステムを作ることが目的であったため、コンパイラーで

はなく、メモ帳で簡単に修正してすぐに使えるバッチス

クリップトを用いて商品画像の写真撮影現場を再現、照

明・撮影角度・カメラアングルなどを容易にコントロー

ルできるようにする。ネット環境さえあればクラウドの

ファイル共有機能で、世界のどこからでも手軽に3DCG

画像データをリアルタイムで得ることができるシステム

である。この取り組みは、食品業界へのコスト削減とと

もに環境への配慮、手軽な3DCG活用、食品データベー

スの自動蓄積にも大きな影響を与えると考えている。

4 ．自動化3DCGソフトウェアの開発

平成27年パッケージ専用3DCGソフトウェア公開後、

図 2　バッチファイルスクリプト例
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各食品メーカーに印象評価を実施した。その結果、現場

からの意見として「理想的には、デザイン画像さえあれ

ば3DCGソフトウェアを操作しなくても3DCG画像が手

に入るなどの仕組みを施すべき」との記述が多数あり、

より手軽な3DCG画像取得を可能とする発想でさらに改

良を試みた。今回の研究では、下記のような開発ポイン

トを設定した。①3DCGの非専門家でも簡単に：デザイ

ン版下さえあれば3DCGを制作できること。イメージの

明るさやイメージの結果物のイメージサイズなどはユー

ザ設定ができること。棚割り画像、ウェブ表示用インタ

ラクション3DCG画像を一括出力できること。②気づか

ないインタフェース：ユーザに3DCG全般知識を求めな

い。従って3DCG制作インタフェースで操作はしない。

結果物のみを提供し、必要な画像を適切な用途に活用で

きるようにする。③デザイン画像データから形状を自動

判断：入稿イメージを自動判別し、内蔵した形状ライブ

ラリーの基本形状から規格に合わせた3Dモデルをリア
ルタイムで変形する。そのパッケージ規格の基本となる

情報は、版下と呼ばれる2Dのデザインであり、その高
さや幅を自動判断する。

4.1．バッチスクリプトによるコピー&ペースト

自動化処理は、食品業界に於いては最も重要なキー

ワードである。例えば、現在販売されている缶ビールは、

缶の形状は同じでありラベルの違いのみで数えきれない

ほどの製品が流通されている。このように、同一の形状

にラベル画像を差し替えることで大量の商品画像が作成

できるという繰り返し作業は、食品業界ならではの特徴

である。その3DCGの手間を省くことを目的に、撮影角

度・画像の大きさ・画像種類・照明の明るさなど、あら

かじめプログラミングされたライブラリーを読みこむ

バッチファイルをコーディングした（図2）。スクリプトは

5つのモジュールに分かれていてそれぞれの役割は下記
の通りである（図3）。

①モジュール 1：フォルダー監視部分。常にフォルダー
の中をチェックする。フォルダーにデザインデータが入

稿されると次のモジュールを実行する。②モジュール

2：サーバーのリアルタイム3DCGエンジンからモデル

ライブラリーを呼び出し、照明など環境設定を読み込み

画像生成のためのリソースを用意する。③モジュール 3：
フォルダー名をチェックし JANコード確認、ファイル

名から形状の種類、明るさのオプション指定が付いてい

るかを確認。その後、モデルライブラリーから取り出し

た3DCGモデルをデザイン画像のトンボ線から指定サイ

ズに合わせて変形を行う。環境設定パラメータからは、

明るさ調整オプションに合わせて照明を調整する。④モ

ジュール 4：リアルタイムレンダリングエンジンを起動
させ、生成された3DCGモデルの法線ベクトルを読み取

り、光の反射と色、陰を処理する。⑤モジュール 5：用
途に合わせた種類、角度、大きさに合わせ、指定出力フォ

ルダーに画像を書き出す。

上記のモジュールは、一回の実行で常に演算・待機を

繰り返すような設計になっている。このバッチファイル

は、ユーザが初期設定を簡単に書き変えられるよう、一

般的なインタプリタ形式のテキストファイルになってい

る。このバッチファイルを実行することにより3DCG画

像作成の全ての3DCG工程が自動化される。  

その時ソフトウェアのインタフェースはディスプレイ

上に現れないので、現在の進行状況がダイアログボック

スとしてフィードバックされる（図4）。ユーザはデザイン

画像を投稿するだけで結果物である3DCG画像ファイル

一式「jpg、png、html」が得られる（図5）。

図 4　進行状況のフィードバック

図 5　一括出力3DCG画像例図 3　本ソフトウェアのモジュール別機能
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スクリプトは、最初の実行で、パソコンのメモリーに

常駐するので、ユーザが気にすることはない。形に合わ

せて指定されたフォルダーにデザイン画像を入れるだけ

で、ユーザの操作は完了する。

4.2．本システムの対応範囲と商品画像の種類

屋外広告用の巨大な画像からウェブ用の軽量画像ま

で、全てを3DCGで制作するには、ディテールや色合わ

せなどの条件を全てクリアしなくてはならないため、本

研究で制作する3D自動化システムの活用範囲を定める
必要がある。本システムの特徴であるクラウド環境を介

したリアルタイム3DCGレンダリングエンジン機能は、

制作スピードとコストに重点を置いたものである。した

がって、制作スピードと価格がより重要なファクターと

なる小売、卸、メーカー等の業界内部で使われる画像や

新商品の社内・関連会社への告知用画像、商品カタログ、

チラシなどの紙媒体向けの画像、棚割りソフト用画像、

ウェブ掲載用画像などが対象となる。特に、単品のみで

はなく大量陳列用画像やキャンペーンなど販促提案用画

像制作に適している。本研究で開発した自動化3DCGシ

ステムはこのような場面全てに対応し、積極的に活躍で

きる場であると考えている。指定のアングルの立体画像

のほか、棚割ソフト用画像（正面、裏面、側面、天面

等）、タブレット端末などで手に取るように自由に回せ

る3D画像も圧倒的なスピードで作成できる。他にゴン
ドラ陳列、カートンの島陳列といった商品陳列画像、写

真との合成画像も出力可能であり、画像の種別（JPG、

PNG、PSD他）、サイズ、背景処理（透明、余白サイズ）

も指定でき、すぐに実務で使用できる形での出力が可能

である。ネットワークにつながっていれば、Windows，

Mac，Unixといった OSに関係なく普段使用する PCか

ら3DCGが手軽に作成できる。

5 ．本システムの長所・短所

本ソフトウェアは、「3DCGリアルタイムレンダリン

グエンジン」、「製品モデルの3Dライブラリー内蔵」、「正
確な UVマッピング」、「スタジオ撮影シミュレーショ

ン」を基本機能とし、3DCG熟練者でなくても容易に使

える「コピーペーストだけでの操作」、「OSに依存しな

い」、「クラウドのファイル共有環境での誰でもどこでも

手軽に3DCG制作が可能」といったシステムを目指した

ものである。その反面、クラウドでの活用の場合、一般

的に懸念される情報漏えいへの不安などといったセキュ

リティー問題は存在する。この部分は、本ソフトウェア

に限らずクラウド全般の問題であり、新製品などセキュ

リティーに敏感な画像作成に関しては、ファイヤウォー

ルの強化やイントラネット構築が必要となる。

6 ．今後の展望

近年広告のチャンネルが増え、テレビコマーシャル・

屋外広告・紙媒体などからウェブを基本とした携帯端末

が重要な媒体になりつつある。それによって、商品画像

に対するユーザの要求も細かくなっていき、成分表を中

心とした商品単品画像から陳列画像やダンボールの画像

までますます様々な画像が必要になってくる。ユーザの

要求に応えられる画像制作システムの必要性は、今後も

高まっていくと予想される。とりわけ食品業界には、手

軽なリアルタイム3DCGの素早い対応が最も有効な分野

であると考えている。
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